
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 『小中合同熟議』を行いました！
  

６月１１日（木）、小学生、中学生、保護者、地域の方、教職員の約７０名が集まり、「大畠の未来について語ろう！～元気で

魅力ある大畠地区をめざして～」をテーマに熟議を行いました。 

話し合いの前には、大畠地区夢プラン策定・実行委員会の橋本様よりお話しいただきました。その後、中学生がファシリ

テーターとなり７つのグループに分かれて熟議を開始。大変温かい雰囲気の中、活発な意見交換が行われました。その後

の全体共有では、生徒たちも大畠の未来に想いを馳せ、自分の意見を堂々と発表しました。 

大変有意義な会となり、今後も生徒たちの想いが形となって動き始めることが期待され、とても楽しみです。 

  ご参加いただいた皆様、本当にありがとうございました。 

～各グループから出た具体的な取組～

●今までやった熟議の中で、１番いい熟議だと思いました。

どの班も、とてもいい意見で、今すぐにできそうなこともあ

り、とても良かったです。 

●今日の熟議を通して、大畠は本当に良い町だと感じた。 

●みんなが提案した取組が実現できると、もっと大畠がいい

ところになると思いました。 

●みんなの案が全員個性豊かで、本当に実現したいです。 

●これからも大畠を良くするために何ができるかを日頃か

ら考え、大畠の課題をどんどん無くしていき、最高の大畠地

区になるように頑張っていきます。 

 

●子ども達が町のことを、すごくいろいろと考えてい

て、とても頼もしかった。 

●児童生徒一人ひとりが、自分たちの意見をはっきり

と話していた。全員がきちんとしていて、自分の役割を

もっており、すごく成長が感じられ、うれしく思う。 

●デジタルの時代だからこそ、人とのふれあいの中で

学ぶ大切さを再認識した。今回の熟議は、そうしたつな

がりを実感できる温かい場になったと感じています。 

●生徒が自分や周りのことを真剣に考え、自分の言葉

で発表している姿が本当に素晴らしかった。 

６月１１日（木） 

 令和８年度 柳井市立大畠中学校 学校通信 
 

   
   

 

 

大畠中だより 
   

 

 

 

 

https://www.city-yanai.jp./site/obatake-chu/ 
大畠で学び育つことに誇りをもち、夢に向かって行動するたくましい子 

界に目を向け、自己の殻を破る“おおばたけっ子“の育成 

第５号 
 

   
   

 

 

（校訓）創造 愛情 根性 
 
（学校教育目標） 
広い世界に目を向け、自己の
殻を破る“おおばたけっ子“ 

の育成」 
  ～本気と感動の教育を通して～ 
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アデリーホシパークで山口県中学校ソフトテニス選手権大会の柳井・大島地区予選が開催されました。多く 

の声援のもと、選手たちは互いに声を掛け合い、全力で白球を追いました。男子個人戦では見事２位に入賞し 

た１ペアが県大会出場を決めました。女子は団体・個人とも惜しくも予選敗退となりましたが、随所に素晴らしいプレーが見

られました。今大会で引退となる３年生、これまでの努力に心から拍手を送ります。温かい応援をありがとうございました。 

 

 

 

 

 

６月６日（土） 

 

 

 

 

 

 

授業参観では、１年生が英語、２年生が保健体育、３年生が社会の授業を行いました。防災講演会では、防災士の井上様

から「身近な防災について」と題してお話をいただきました。最後に、保護者への引き渡し訓練を実施しました。 

 

 

 

 

 

６月２０日（土） 

【編集後記】 

梅雨明けが待ち 

遠しい７月、生徒たち

が元気にプール実習

に出かけていきまし

た。保護者・地域の皆  

様に支えられ、充実 

した１学期の締 

めくくりです。 

。 

「涙と笑顔の送別会」 

 ５月に本校へやって来た２名の教育実習生が、先月、３週間の実習を終えました。最

初は互いに遠慮がちで、どこか初々しい距離感がありましたが、日を追うごとに笑顔が

増え、すっかり打ち解けていきました。 

 最終日、生徒たちが自主的に企画した送別会が開かれました。代表生徒の心温まる挨

拶に続き、全校生徒と教職員が一体となって「ありがとう」の曲をプレゼントしました。

実習生のために自ら動き、温かい空間を作り上げた生徒たちの優しさと行動力は本当に

立派でした。心のこもった歌声に、実習生は涙を流して熱いメッセージを返してくれま

した。感謝を真っ直ぐに伝え合える素晴らしい生徒たちを誇りに思います。この温かな

つながりを胸に、実習生が未来の素敵な教員へと歩んでいくことを願っています。 

 

 

 

 

 

生徒会長挨拶の後、議長の進行で昨年度の行事報告や今年度の計画案が審議されました。続く提案議題では、「スマー

ト大畠中にふさわしい生徒会組織の再編成」について議論を交わし、全校生徒で難しい課題に真剣に取り組みました。                                          

 

 

 

 

６月２４日（水） 

 

 

 

 

全校生徒がオレンジルームに集まって 

 

 

 


